
                              

平成 30年 1月 29日   

各  位 

会 社 名  株式会社ナック 

代表者名  代表取締役社長 吉村 寛 

          （コード：9788 東証一部） 

取合せ先  ビジネスサポート本部長 川上 裕也 

          （TEL 03－3346－2111） 

 

子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成30年４月１日を効力発生日（予定）として、当社の連結子

会社である株式会社愛ライフを吸収合併することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

なお、本合併は、100％出資連結子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略し

ています。 

 

記 

１. 吸収合併の目的 

 株式会社愛ライフは、埼玉県越谷市にて地域に根付いたダスキン加盟店として、ダストコントロール商

品のレンタル及び販売をおこなっております。株式会社愛ライフが保有する経営資源の有効活用と効率的

な管理運営体制の構築を目的に吸収合併することといたしました。 

 

２. 合併の要旨 

（１）株式交換の日程 

平成 30年１月 29日 合併契約承認取締役会 

平成 30年１月 29日 合併契約締結 

平成 30年４月１日(予定) 吸収合併の予定日（効力発生日） 

（注）本合併は、当社においては会社法第 796条第２項に定める簡易吸収合併、また、株式会社

愛ライフにおいては会社法第 784 条第１項に定める略式吸収合併に該当するため、両社

とも株主総会の承認を経ずに行う予定です。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社愛ライフは解散いたします。 

 

 



（３）合併に係る割当ての内容 

   本合併は、完全親子会社間で行われるため、本合併に際して、株式の割当てその他の対価の交付  

   は行いません。 

 

（４）合併会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取り扱い 

    該当事項はありません。 

 

３．当事会社の概要 

（1）名称 

    

株式会社ナック 

（存続会社） 

株式会社愛ライフ 

（消滅会社） 

（2）所在地 東京都新宿区西新宿１－25－１ 埼玉県越谷市東越谷８丁目 3123番 25 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉村 寛 代表取締役 吉村 寛 

（4）事業内容 ・ミネラルウォーターの製造販売 

・ダスキン加盟店としてのレンタル及び

小売業 

・中小工務店コンサルティング業 

・ダスキン加盟店としてのレンタル及

び小売業 

 

（5）資本金 4,000百万円 10百万円 

（6）設立年月日 昭和 46年５月 20日 昭和 53年 11月 21日 

（7）発行済株式数 18,719,250株 20,000株 

（8）決算期 ３月 31日 10月 31日 

（9）大株主及び 

       持株比率 

 

㈱キャピタル         8.41％ 

レモンガス㈱         5.34％ 

ナック従業員持株会      4.96％ 

BBH FOR FIDELITY LOW-

PRICED STOCK FUND 

(PRINCIPAL ALL SECTOR  

SUBPORTFORIO）      3.58％ 

西山 由之          2.97％ 

㈱ナック         100.00％ 

 

（注）㈱ナックは平成 29年 9月 30日現在 ・ ㈱愛ライフは平成 29年 10月 31日現在 

 

（10）直前事業年度の業績 

  株式会社ナック 株式会社愛ライフ 

決 算 期        平成 29年３月期 平成 29年 10月期 

純資産         （百万円） 14,853 9 

総資産     （百万円） 33,883 52 

1株当たり純資産  （円） 884.51 497 

売上高     （百万円） 30,249 73 



営業利益又は営業損失    

（百万円） 
1,130 △14 

経常利益又は経常損失    

（百万円） 
1,636 △13 

当期純利益又は当期純損失   

（百万円） 
1,042 △13 

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失（円） 
61.86 △682.66 

１株当たり配当金 27 － 

 

５．合併後の状況 

  当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金および決算期の変更はありません。 

 

６．今後の見通し                     

本合併による連結業績への影響は軽微であると見込んでおります。 

                                    

 

以  上      


